
別紙2-①_非機能要求一覧（システム非機能要求）

No

.

要求項目 No. 項目名 要求事項
1 性能要求 システムの性能に関する要求 業務処理 1-1 バッチ処理 各処理においては、相互に影響を与えることがないように実施時

に、警告メッセージが表示され、日々の業務案様に影響のない様に
配慮されていること。

2 使用性・効率性要
求

システムの使用性・効率性に関
する要求

画面 2-1 画面設計 主要な操作については、操作が規定かされた操作方法であること。
また、一覧表示ではMicrosoft-Excelに近い操作性を有し、使用し
やすいこと。

3 信頼性・可用性要
求

システムの確実かつ安定的な稼
動に関する要求

冗長構成 3-1 データの冗長性
記憶領域（ディスク）についても冗長構成により耐障害性を向上さ
せること。

認証 4-1 なりすまし防止
2段階認証による、なりすましによる不正アクセスの防止対策をと
ること。

4-2 セキュリティ対策基
準・実施手順 受注者はISMS及びPマークの資格を有すること。

また、両資格のセキュリティ対策基準に則り実施すること。

4-3 パスワード、他の暗
号化 データベース上のパスワード情報や個人を特定する項目は全て暗号

化を実施し、漏えい対策を実施すること。

4-4 システムの脆弱性対
策

OS・ミドルウェア・ソフトウェア等の最新の脆弱性情報を入手
し、脆弱性への対処（パッチ適用等）を行った資源を導入するこ
と。

4-5 周辺環境の脆弱性対
策 サービスを構成する上で連携が必要な保守回線等に関しても十分な

セキュリティ対策すること。

マルウェア対策 4-6 アンチウィルス
システム環境のウィルス対策については、協議により決定するこ
と。

4-7 システムバックアッ
プ システムバックアップは別途バックアップ用サーバに対して実施で

きる環境を用意すること。

4-8 データバックアップ

データバックアップは、日次で実施し、3世代分を管理すること。

4-9 リストア
必要に応じて、取得したバックアップよりリストアが可能であるこ
と。

4-10 アプリケーション要
件 原則、Webシステムにおいては、プラグインや拡張機能を用いな

いWebブラウザ環境で正常に動作すること。

4-11 Webブラウザ要件

Microsoft Edge、Google Chromeで稼働すること。

要求分類

4 機密性要求・完全
性要求

システムの機密性・データの完
全性に関する要求

データ保全

脆弱性対策

バックアップ

アプリケーショ
ン
稼働要件


